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うさぎ（2歳児）

うさぎ組に進級して一ヶ月が経ちました。新しい

保育士や友だち、お部屋にも少しずつ慣れてきて、

名前を呼ぶ姿も増えてきました。

先月は、初めて筆を使った製作に挑戦しました。好

きな色の絵の具を選び、筆を上手に左右に動かし、

絵の具を塗り終えると「できた！」と嬉しそうに製

作を見せてくれる子どもたちでした。また、戸外遊

びでは、アリやダンゴムシに興味津々で、アリを発

見すると「見て！アリいた！」と教えてくれます。

そのあとは友だちと一緒にアリを一生懸命追いかけ

て楽しんでいました。
今月は、引き続き新しい環境や生活リズムに慣れ

るよう一人ひとりと丁寧に関わり、好きな遊びを見
つけられるようにしていきます。また、サーキット
やリトミックを取り入れ、他児と一緒に身体を動か
す楽しさを味わえるよう計画しています。

大谷 朱音

ひよこ（0歳児）

初めての保育園生活がスタート！保護者と長時間離れ

る事が初めてで泣いていた子どもたちですが、次第に新しい

環境や保育士に慣れてきている様子です。音の鳴る玩具

を鳴らして喜んだり、はいはいや、ずり這いで興味のある物

に手を伸ばしたりと活発に遊ぶ姿も見られます。
５月は、連休もあり始めは、慣れ保育の時のような姿が見
られるかもしれません。ですが、少しずつ園での生活を取り
戻し、安心して過ごせるよう保育の工夫をします。天候の良
い日には、テラスで日光浴をしながらお散歩や指先を使っ
た遊びを取り入れようと計画しています。室内では、製作あ
そびで手形スタンプをしたり絵本を読む機会を多く設けます。
これからたくさんの物を見て、聞いて、こどもたちに良い刺激
に繋がり、表現豊かに育ってほしいと願っています。これか
らの、子どもたちの成長を楽しみにしています。

片桐 晶子

り す（1歳児）

先月は園庭で泳いでいるこいのぼりを実際に見て、興味を

持ち、製作ではこいのぼりをしました。指先を使って小さい丸

シールを器用に剝がし、好きなところに貼り完成すると保育

士に笑顔で作品を見せてくれます。
新しい環境や保育士にも少しずつ慣れてきてくれました。ま
た今の時期、自分でやってみたいという思いが強く、保育士
が傍で見守りながら靴下を履いたり、帽子を被ったり、一生
懸命自分でしてみようという姿に成長を感じられます。
今月は、天気の良い日は戸外でしっかり身体を動かすと共に、
新聞遊びやボールプールに加え、米粉粘土や片栗粉など感
触遊びを通して五感を刺激出来るよう計画しています。
季節の変わり目という時期でもありますので、室温管理を徹
底し、子どもたちの体調の変化に留意しながら、日々の活動
を楽しめるようにします。

高橋 尚子

く ま（3歳児）

くま組での生活が始まり、約一か月が経ちました。子ども

たちは一つ大きくなったことに喜びを感じていて、「くま組に

なったから、こんなことも一人でできるよ！」と自信を持って

過ごしています。くま組の部屋にもすっかり慣れ、お部屋の

お気に入りの場所や玩具も決まってきました。特に子どもた

ちはままごと遊びが大好きで、お買い物袋や、繋げたブロッ

クを身にまとって、自分のイメージを存分に表現して遊んで

います。遊びが始まれば、自然と友だち同士で集まり、会

話が弾みます。友だちを意識しながら、共通のイメージを

もって一緒に遊ぶ姿はとても可愛らしいですね。

子どもたちの今の様子を見ていると、これから友達のこと
がもっと好きになって、より関係が深まっていくのかなと期
待が膨らみます。ままごと遊び等の日常的な遊びを始め、
新たに皆で楽しむルールのある遊びにも挑戦していき、友
だちと過ごす心地良さや喜びを感じていってほしいと思いま
す。

坂本 拓也

ぞう（4歳児）

ぞう組での生活がスタートし、早いもので一ヶ月が経とうとし

ています。子どもたちは進級したことを喜んでおり、何事にも意

欲的に積極的に、チャレンジする姿が見られます。4月は集団

あそびをはじめとする、体幹を鍛える遊びをメインに取り入れま

した。楽しみながらも大きな怪我を防ぐこと、自信をもって取り

組むことにつながるよう進めています。あそびの中で友だちと

の関わりもぐんと増え、自分の思いを言葉にして伝える、相手

を思いやる、という部分も少しずつできるようになっています。

子どもたちの心の揺れがどんどん増える時期でもありますので、

温かく見守りながらも、必要に応じて支えてゆきます。

5月は園外散歩や園外保育など、園外へ出かけることを中
心に計画しています。5月ならではの暖かい気候の中、たくさ
ん自然に触れ身体を動かすことで、安定した情緒の下過ごせ
るよう進めてゆきます。

大杉 静香

きりん（5歳児）

新しい保育士や友だちとの新年度が始まり、進級を喜ぶ

姿がたくさん見られます。「夢の鳥保育園のリーダーになっ

たんだ！」と、保育士に代わって自分たちで意識を高める

ような声掛けも見られます。“春”の心地良さの下、園庭を

走り回ったり、散歩に出かけたり、たくさん身体を動かしまし

た。夢中で遊び、早くも汗びっしょりになりながら、友だちと

楽しく過ごしています。
５月もしっかりと身体を動かし、暑い夏に向けた筋力・体
力づくりを行います。たくさん遊んで「疲れた～」と感じること
が、食事や睡眠にも繋がるため、楽しく過ごす中で自然と
身体が強くなってゆくことを期待し、計画を進めます。また、
柔軟体操やストレッチ等で体幹を鍛え、怪我をしにくい身
体づくりも意識します。身体の使い方を知り、力を入れたり、
伸ばしたりしながら、“カラダ”のしくみを楽しみます。

“めざせ！パワーアップ！！”

山田 実咲
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